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　米国エール大学森林・環境学部は、日本の環境NPO/ＮＧＯにおいて指導的役割を果たす人材を養成するため、2004年度から大学院修士過程への就学を希望する日本人1名に対し、学費及び滞在費等の支援を行うこととしました。2004年度の奨学金（NGO奨学金）は、修士過程の第1学年度在籍者を対象とするものですが、第1年度の学業が優秀であった場合のみ、引き続き第2年度の奨学金が支給されます。

1． 応募者の資格

NGO奨学金に応募できるのは以下のすべてに該当する人です。

（1）　2004年4月1日の時点で40歳以下の心身ともに健康な日本人であること

（2） 日本または海外の大学を卒業し、または大学院修士過程を終了し、エール
大学森林・環境学大学院での授業についていけるだけの知識、能力があること
(注)　学部または大学院での専門分野は問いません

（3） 2004年3月末までの間に、環境問題を活動の主たる対象とする日本或いは
海外のNPO/ＮＧＯに、3年以上勤務（注）した経験を有すること
（注）当該NPO/NGOから主たる収入を得ていることをいい、企業、官庁等に勤務しつつNPO/NGOのメンバーとして活動している場合は除外されます。

（4） 日本への帰国後、引き続き環境問題を活動の主たる対象とする日本のNPO/

ＮＧＯセクターの充実と発展に貢献する意味で、日本のNPO/NGOで5年以上勤務する意志があること

　　

2． 奨学金の対象経費

NGO奨学金には、以下の費用が含まれます。

（1） エール大学森林・環境学部大学院修士過程第1学年度の授業料

（2） 年額15,000ドルの生活支援費

3． 応募方法

NGO奨学金への応募は、以下の方法によることとします。

（1） 　エール大学のウェブサイト（注１）からダウンロードした応募書類に必要

事項を英文で記載し、2004年2月1日までに以下のあて先（注２）に郵送すること

 (注１)ウェブサイト：http://www.yale.edu/environment/admissions/information.html


　（注2）郵送先：
The Register: Yale School of Forestry and Environmental Studies



  
205 Prospect Street, New Haven, Connecticut 06511

（2） 応募書類には、NPO/NGOでの活動の概要を記載した書類と、所属するNＰ

O/NGOの代表者の推薦状（いずれも英文）を各1部添付すること

（３）上記の正規の応募方法で種類を提出した後に、英語で応募した旨を下記の日

本問い合わせ先に手紙を送ること。日本からの応募者の手紙をまとめて、学部長に送付するためです。
4． 奨学金受給者の決定

　NGO奨学金の受給者は書類審査を行った上で決定し、5月末までに本人に通知します。

5． 奨学金の支給

　NGO奨学金は、エール大学大学院に入学後に分割で支給されます。具体的な支給時期及び支給方法については、受給者の決定時に受給者本人に対して連絡します。

6． 奨学金受給者の義務

NGO奨学金の受給者は、以下の義務を負うものとします。

（1） エール大学の大学院生としてふさわしい態度で学業に励むこと

（2） 第1学年度の終了時までに、環境問題に関する任意のテーマについて30ページ程度以内のレポート（英文）を作成し、大学に提出すること

（3） 帰国後も環境問題を活動の主たる対象とする日本のNPO/NGOに5年以上勤務すること

（4） その他大学からの指示があった場合には、それに従うこと

7． 第2学年度における取り扱い

　第１学年度終了時点において、学業成績及びレポートを審査の上、優秀な成績を修め、さらに1年間の就学により修士過程を終了できる見込みが十分にあると判断された場合には、第2学年度についても引き続きNGO奨学金を支給します。第2学年度の奨学金の支給対象は第1学年度分と同様です。

「日本での問い合せ先：

黒坂三和子 Tel:044-932-5893 Fax:044-932-5805  VYQ05062@nifty.ne.jp」
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